
アスティアスティアスティアスティ（（（（AstiAstiAstiAsti））））    

今回は、ミラノ近郊の街でまだ行っていない街アスティです。ピエモンテ州のアスティとその隣のア

レッサンドリアは、ロゴレド駅から 2 時間弱の距離なのですが、後回しにされていて近くて遠いと

ころだったのです。アスティと言えばワインが有名です。また、白トリフの産地もこの直ぐ近くです。

スローフードの発祥の地のブラもアスティの近くですから、食のピエモンテ州を代表するような街な

のです。アスティの街はタナーロ川の北側に広がっていて、人口は 75000人です。 

 

アスティは古い街です。ローマに征服される前にはこの地域にリグーリア人が住んでいたようです。

Asti の地名がリグーリア人の言葉の“丘”から来ていることで証明されています。紀元前 124 年に

ローマ共和国によって要塞化された駐留地となり、“ハスタ”と呼ばれていました。この時代、ロー

マ及びリグーリア海とトリノ・トルトーナを結ぶ交通の要所として重要な街となっていたようです。

西ローマ帝国滅亡後はゴート人などの侵略を受け街は破壊されたのですが、10 世紀から司教が直接

街を納めるようになって自治都市として復活して繁栄しました。しかし、12 世紀に神聖ローマ帝国

の侵略を受けて街はまた破壊されたのです。それでも、13 世紀には平和を取り戻して街は繁栄し、

トリノを含めた周辺の都市を抑えてピエモンテで一番パワフルな街となっています。14 世紀にはミ

ラノのヴィスコンティ家の支配下に入り、街は再度要塞化され城壁に囲まれます。その後、数々の抗

争の末、トリノのサヴォイア家の支配に入ってピエモンテに属することになりました。従って、この

街の旧市街には、教会や塔等、13世紀の繁栄期の建物が多く残っています。 

 

アスティの駅には、まだ涼しく感じる朝の 9 時半に到着して街の中心部に向かって歩いて行くと、

広場にたくさんの露天市が出ていました。この広場の脇には大きな建物のメルカートがありました。

メルカートの中はイタリアとは思えないくらいとてもきれいで食料品中心の店が並んでいます。露天

商はその建物の周りに数え切れないくらいあります。この街に来て、最初に見たのがマーケットとは、

さすがに、食の街です。買い物をしている人の数も多く、活気に満ちています。 

  

 

露天商の並んだ大きなマーケットを抜けると、その先にはカフェの並んだサン・セコンド広場があり、

ここには、アスティの聖人に捧げられたサン・セコンド教会（Collegiata di San Secondo）がありま

す。ロマネスク・ゴシック建築の教会は神聖な重厚感に溢れていました。この街の繁栄期である 13

世紀に建造されています。広場のカフェには買い物を終えた人達がゆっくりとくつろいでいました。 



 

 

 

サン・セコンド広場からアスティの街外れ方向に進むと、名前とは裏腹に 11世紀建造の古いサンタ・

マリア・ヌォーヴォ教会、その先に 12世紀建造のサン・ピエトロ洗礼堂があります。八角形の洗礼

堂はアスティで最も重要な建物とのこと。四角の礼拝堂も風格がありました。しかし、10 時にオー

プンのはずなのですが誰もいません。入場料 3ユーロと書いてありますが、鍵がかかっていました。 

 

 

サン・セコンド広場方向に戻り、広場の直ぐ北側のメディチ広場にはトロヤーナ塔（13 世紀）があ

ります。この塔は、入場料 2.5ユーロで一番上まで登ることができます。街全体を上から眺めるのが

好きなので高さも気にせずに迷わず登りました。高さは 50メートル以上あったと思います。上り階

段で疲れた上に窓には網がかかっていましたが、やはり、ここからの街の眺めは最高でした。 



 

 

続いて、露天商の出ていたカラーナ広場を通り、カッテドラーレ通りを真っ直ぐに進むと、同じく

13 世紀建造されたロマネスク・ゴシック建築のサンタ・マリア・アッスンタ大聖堂（アスティのド

ゥオモ）があります。この大聖堂はピエモンテで 1,2 を争うほど大きいそうです。人口 75000 人の

街には大きすぎるのは誰が見ても明らかです。13 世紀にこの街がどれほど繁栄していたかはこの大

聖堂の大きさが証明しています。大聖堂の中に入ると久しぶりの感動が沸いてきました。この大きな

大聖堂の壁も天井も全面がフレスコ画で埋め尽くされているのです。太く高い石の柱までも模様が描

かれています。もう、その素晴らしさに声も出ないほど感動してしまいました。しかも、フレスコ画

をじっくりと見ると、一つ一つが実に見事なのです。この素晴らし過ぎる大聖堂は、この街の過去の

栄光を知るだけではなく、現在でも、アスティの街の誇りであることは疑う余地もありません。 

 

 



 

 

感動の大聖堂見学を終え少しだけ南に下がると、珍しくファサードの真ん中に鐘楼が聳えるサン・ピ

エトロ・コンサヴィオ教会（15世紀）があります。その教会の前の通りの西側を見ると。円筒形の

塔、トッレ・ローザ（又はトッレ・ロマーナ）が聳えています。そこにある説明を読むと、ローマ時

代の城壁に建つ城塔を更に増強して 11世紀に現在の塔になったとあります。

 

 

大聖堂に戻り、更に北方面に歩き、この街の北の端に位置する城壁公園に行きました。ここにはヴィ

スコンティ家が建造した城壁が残っています。城壁に沿って東に進むとカステッロとなります。カス

テッロ周りの城壁は緑の多い公園の中にありますが、残念ながら、どこからもこの城壁の中に入るこ

とは出来ません。但し、城としての建物はほとんど現存していないそうです。 

 



カステッロから、街の中心部に戻り、今度はローマ広場に出ました。ここにはコメンティーナ塔が聳

えています。宮殿に聳える塔で、宮殿と共に保存状態が非常に良いのですが、この塔も 13世紀の建

物です。宮殿は今でも現役であり、事務所として使われていました。 

 

 

この街には他にもたくさんの塔があります。犬も歩けば塔に当たる街なのです。実際には 120 ほど

の塔が立っているとのことですが、アスティは“100の塔のある街”と言われています。その中の最

も有名な塔がこのローマ広場にあるコメンティーナ塔で、先ほど通ったメディチ広場のトロヤーナ塔、

八角形のレジブス塔等が代表的な塔です。他の塔の写真をつけました。 

 

 

アスティの街は期待以上に見所が多い街でした。この街が最も栄えていた 13世紀前後の建物が主体

ですが、ローマ時代の遺物もあったのは期待以上でした。十分に観光地としてもやっていける街です

ので、ワインとトリフと観光で街は当分安泰でしょう。 

 

アスティには、ロゴレドからヴォゲーラに出て、そこで乗り換えていくことになります。午前中のヴ

ォゲーラとアスティ間の列車はエスプレッソとなります。エスプレッソは ICとほぼ同格である座席

指定の急行列車ですので、ちょっと料金が高く（それでも 5.4ユーロです）なっています。ロゴレド

からは、乗り継ぎ時間を入れても 2 時間弱で到着しますので、決して遠いところではありません。

但し、州都のトリノ経由ならそれほど問題はないのですが、州を越える中小都市への列車は本数が限

られてしまうので、列車の時刻表を事前に調べておくことが大切です。 


